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も
く
じ

が
筆
を
執
っ
た
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
わ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
盃
の
縁
付
近
に
は
「
常

南
加
蟲
□
漆　

小
艸
指
峯
（
□
は
判
読
で

き
ず
）
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
常
南
と
い
う

人
物
が
バ
ッ
タ
を
描
き
足
し
、
指
峯
と
い

う
人
物
が
小
草
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
を

あ
ら
わ
し
ま
す
。

　

更
に
本
作
が
収
め
ら
れ
て
い
た
箱
の
箱

書
き
（
図
３
）
を
確
認
す
れ
ば
、
蓋
裏
に

は
「
菊 

松
甫 /

 

小
艸 

指
峯 /

 

虫 

常
南 /

 

尚
古
堂
蔵
」
と
あ
り
ま
す
。
次
項
で
後
述

し
ま
す
が
、
巣
兆
は
「
松
甫
」
と
い
う
号

も
用
い
て
い
た
の
で
、
菊
の
画
者
は
巣
兆

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記

述
に
よ
る
と
、
本
作
は
、
巣
兆
が
菊
、
指

峯
が
小
草
、
常
南
が
バ
ッ
タ
を
描
い
た
合

作
盃
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
合
作
の
担
い
手　

建
部
巣
兆
に
つ
い
て

は
、
冒
頭
で
簡
単
に
触
れ
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

巣
兆
は
、
書
家
の
山
本
龍
斎
の
子
で
、

加
舎
白
雄
（
か
や 

し
ら
お
・
一
七
三
八

〜
一
七
九
一
）
に
俳
諧
を
学
び
、
夏
目
成

美
や
鈴
木
道
彦
と
並
ぶ
江
戸
俳
諧
の
三
大

家
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
号
は
、
関
屋
の
里

に
か
ま
え
た
庵
の
名
前
で
あ
る
秋
香
庵
の

他
に
、
黄
雀
園
、
菜
翁
と
様
々
で
す
が
、

父
龍
斎
の
号
、
松
甫
も
用
い
て
い
ま
し
た
。

で
は
、
巣
兆
以
外
の
合
作
の
担
い
手
、
指

峯
・
常
南
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
指
峯
に
つ
い
て
、
本
作
箱
書
き

の
蓋
表
の
内
容
（
図
４
）
を
見
ま
す
と
、

　

図 1　建部巣兆ほか《合作盃》（題は箱書より）

盃一基　文化二年（1805）

当館蔵　勝村英世氏寄贈
　

二
〇
一
九
年
九
月
十
八
日
〜
二
十
一
日
、

あ
だ
ち
拓
本
研
究
会
主
催
に
よ
る
「
千
住

の
巣
兆
」
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇

一
三
年
の
同
会
・
同
会
場
に
よ
る
「
千
住

の
巣
兆
」
展
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
あ
だ

ち
拓
本
研
究
会
会
員
で
、
現
足
立
文
化
団

体
連
合
会
会
長
で
あ
る
勝
村
英
世
氏
に
よ

る
、
建
部
巣
兆
（
た
け
べ 

そ
う
ち
ょ
う
・

一
七
六
一
〜
一
八
一
四　

江
戸
時
代
後
期
、

千
住
関
屋
に
秋
香
庵
を
か
ま
え
、
俳
諧
・

絵
画
・
茶
道
に
力
を
注
い
だ
文
人
）
に
対

す
る
長
き
に
渡
る
研
究
と
作
品
蒐
集
、
顕

彰
活
動
の
成
果
と
な
る
会
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
昨
年
、
こ
の
展
覧
会
の
開
催
の

後
に
、
同
展
に
出
展
し
た
勝
村
氏
の
蒐
集

に
よ
る
巣
兆
と
そ
の
交
友
者
の
作
品
が
、

郷
土
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
郷
土
博
物
館
で
は
こ
の
資
料
群

の
調
査
と
情
報
整
理
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
は
、
ご
寄
贈
を
い
た
だ
い
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
特
に
、
巣
兆
の
全

国
的
な
交
友
の
実
態
が
わ
か
る
一
品
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
朱
塗
盃
と
箱
書
き
　
建
部
巣
兆
ほ
か

《
合
作
盃
》
（
図
１
）
は
、
赤
漆
の
地
に
、

黒
漆
で
菊
・
小
草
・
バ
ッ
タ
が
、
見
込
み

に
簡
素
な
筆
致
で
描
か
れ
た
朱
塗
の
盃
で

す
。

　

盃
の
裏
（
図
２
）
を
見
る
と
、
ま
ず
高

台
の
傍
に
は
「
文
化
乙
丑
仲
秋
巣
兆
茟
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

の
仲
秋
（
旧
暦
の
八
月
）
に
、
建
部
巣
兆

　

建
部
巣
兆
ほ
か
《
合
作
盃
》
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合
作
者
の
名
前
の
中
に
、
巣
兆
、
常
南
と

並
ん
で
「
雲
帯
」
と
い
う
名
前
が
み
え
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
指
峯
は
、
信
州
上
田
の
俳
人
、

成
沢
雲
帯
（
な
る
さ
わ 
う
ん
た
い
・
一

七
三
九
〜
一
八
二
四
）
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
雲
帯
は
、
上
田
縞
な
ど
を
扱

う
豪
商
で
あ
り
、
豊
か
な
経
済
力
を
背
景

に
、
俳
諧
や
奇
石
集
め
等
に
力
を
注
ぎ
ま

し
た
。
俳
諧
は
、
巣
兆
と
同
じ
く
加
舎
白

雄
に
学
び
、
指
峯
楼
、
槐
園
と
い
う
号
も

有
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
常
南
は
、
常
陸
出
身
の
絵
師
、
根

本
常
南
（
ね
も
と 
じ
ょ
う
な
ん
・
生
年

不
詳
〜
一
八
一
二
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

　

　

本
盃
は
、
巣
兆
の
諸
国
巡
行
の
痕
跡
を

辿
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
足
立
を
越
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図４　箱書き　蓋表（部分）

制
作
さ
れ
た
文

化
二
年
に
、
巣

兆
は
更
科
の
月

を
見
に
信
州
へ

赴
い
て
い
ま
し

た
。

　

信
州
更
科
の

月
は
、
平
安
時

代
前
期
の
『
古

今
和
歌
集
』
に

歌
が
詠
ま
れ
る

な
ど
、
古
来
よ

り
歌
詠
み
人
の

憧
れ
の
対
象
で

し
た
。
近
世
に

な
る
と
、
松
尾

芭
蕉
（
ま
つ
お ば

し
ょ
う
・
一

六
四
四
〜
一
六

　

ま
す
。
常
南
は
、
若
く
し
て
江
戸
や
京
都

な
ど
の
諸
国
巡
行
を
行
い
、
長
く
滞
在
し

た
仙
台
で
は
、
絵
師
で
梅
描
き
の
名
手
、

菅
井
梅
関
（
す
が
い 

ば
い
か
ん
・
一
七

八
四
〜
一
八
四
四
）
に
、
絵
の
手
ほ
ど
き

を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化

年
間
に
は
鎌
倉
や
上
州
（
現 

群
馬
県
）

な
ど
関
東
に
訪
れ
て
お
り
、
墓
所
が
群
馬

県
渋
川
市
横
堀
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
本
盃
は
、
千
住
、
信
州
上
田
、

そ
し
て
常
陸
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
遠
く
離

れ
た
三
つ
の
地
域
を
拠
点
と
す
る
文
人
た

ち
に
よ
る
合
作
で
あ
る
と
わ
か
る
の
で
す
。

■
足
立
を
越
え
た
巣
兆
の
交
遊　

本
盃
が

　

　

月
見
と
い
え
ば
仲
秋
の
名
月
、
盃
が
制

作
さ
れ
た
の
も
文
化
二
年
の
仲
秋
と
盃
裏

に
記
載
が
あ
り
ま
す
の
で
、
巣
兆
の
更
科

訪
問
と
、
盃
の
制
作
時
期
は
一
致
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
化
二

年
の
仲
秋
、
巣
兆
が
信
州
を
訪
問
し
た
際

に
、
信
州
上
田
の
豪
商
雲
帯
と
、
諸
国
巡

行
で
関
東
周
辺
を
旅
し
て
い
た
根
本
常
南

が
出
会
い
、
盃
に
絵
を
描
き
あ
っ
た
様
子

が
推
測
で
き
る
の
で
す
。
盃
裏
の
添
え
書

き
の
文
字
が
、
巣
兆
の
名
前
が
ひ
と
き
わ

大
き
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
巣
兆
発
案

の
元
で
合
作
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
酒
を
酌
み
交
わ
す
盃
と
い
う
形

で
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
も
、
酒
豪
の
巣
兆
な

ら
で
は
の
遊
び
心
が
み
て
と
れ
ま
す
。　

九
四
）
が
、
更
科

の
月
を
見
に
訪
れ
、

そ
の
様
子
を
『
更

科

紀

行
』
（
元

祿

元

年

〜

二

年

成

立
・
一
六
八
八
〜

八
九
）
に
著
し
て

か
ら
は
、
更
科
は

月
見
の
名
所
と
し

て
全
国
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
巣
兆
が
月

を
見
に
更
科
を
訪

れ
た
の
も
、
芭
蕉

へ
の
憧
憬
の
念
に

由
来
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

図３　箱書き　蓋裏

図２　盃裏の添書き
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え
た
巣
兆
の
交
友
の
実
態
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
千
住
俳
壇
の
ト
ッ

プ
と
し
て
千
住
連
を
率
い
て
い
た
巣
兆
、

そ
の
交
友
関
係
は
千
住
の
中
だ
け
で
な
く
、

信
州
上
田
や
仙
台
な
ど
全
国
に
波
及
し
て

い
ま
し
た
。
本
盃
は
そ
の
様
子
の
一
端
が

わ
か
る
資
料
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
ま
し
た
合
作
盃
を
含
め
、

勝
村
英
世
氏
寄
贈
の
作
品
・
資
料
群
は
、

作
品
調
査
・
整
理
を
進
め
、
今
後
郷
土
博

物
館
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
巣
兆
と
そ
の
交
友

者
に
よ
る
、
約
八
十
点
に
も
及
ぶ
豊
か
な

作
品
群
は
、
建
部
巣
兆
の
人
物
・
画
業
双

方
の
輪
郭
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

　■
日
誌
【
十
】
（
明
治
四
十
三
年
水
害
）
　

　
状
況
確
認
の
た
め
の
職
員
の
出
張
が
続

き
ま
す
が
、
そ
れ
に
次
い
で
多
い
の
が
議

員
の
視
察
で
す
。
特
に
八
月
十
八
日
は
、

町
村
の
被
害
状
況
や
救
助
状
況
の
記
載
は

ま
っ
た
く
な
く
、
視
察
者
の
記
載
に
終
始

し
、
水
害
被
害
な
ど
ど
こ
か
に
い
っ
て
し

ま
っ
た
か
の
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
す
。

■
訪
れ
る
議
員
た
ち
　
午
前
七
時
に
は
品

　

川
町
の
書
記
が
来
庁
し
ま
し
た
。
十
時
五

分
に
は
東
渕
江
村
書
記
と
梅
島
村
長
が
来

庁
し
ま
し
た
。
十
一
時
に
は
千
住
町
長
の

永
野
昇
太
郎
が
来
庁
し
ま
し
た
。

　
九
時
に
は
、
日
野
西
侍
従
（
日
野
西
資
博
、

後
に
子
爵
　
一
八
七
〇
〜
一
九
四
二
）
を

出
迎
え
る
た
め
に
（
北
千
住
駅
に
）
出
向

し
ま
し
た
。

　
十
一
時
十
分
に
は
、
近
衛
第
二
連
隊
下

谷
救
護
隊
副
官
山
内
武
徳
が
来
庁
し
ま
し

た
。

　
午
前
十
一
時
五
十
分
に
岡
崎
邦
輔
（
一

八
五
三
〜
一
九
三
六
　
和
歌
山
県
出
身
の

衆
議
院
議
員
。
大
正
十
四
年
に
加
藤
内
閣

で
農
相
を
務
め
る
）
と
森
久
保
作
蔵
（
一

八
五
五
〜
一
九
ニ
六
　
現
在
の
東
京
都
日

野
市
出
身
。
初
め
自
由
民
権
運
動
に
参
加

し
、
三
多
摩
自
由
党
壮
士
と
し
て
活
動
。

の
ち
東
京
府
会
議
員
を
経
て
、
こ
の
時
は

衆
議
院
議
員
）
が
、
同
時
刻
に
渡
辺
勘
十

郎
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
六
　
大
分
県
出

身
の
衆
議
院
議
員
。
明
治
三
十
八
年
〜
四

十
年
に
東
京
市
助
役
を
務
め
る
）
が
来
庁

し
ま
し
た
。
午
後
零
時
四
十
分
に
花
畑
村

長
の
千
ヶ
崎
源
四
が
救
助
米
の
こ
と
で
来

庁
し
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
五
十
分
に
は
東
京
府
会
議
員

の
瀧
本
八
十
八
他
十
名
が
来
庁
し
ま
し
た
。

■
侍
従
一
行
の
動
向
　
午
後
一
時
三
十
分

に
は
日
野
西
侍
従
一
行
が
北
千
住
駅
に
到

着
し
、
千
住
地
区
を
巡
察
し
ま
し
た
。
侍

従
一
行
の
動
向
は
、
翌
十
九
日
の
新
聞
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
読
売
新

　

め
郡
長
は
汽
車
に
同
乗
し
ま
し
た
。

　
午
後
三
時
十
五
分
に
歩
兵
第
三
連
隊
長

歩
兵
大
佐
若
見
虎
治
（
一
八
六
六
〜
一
九

三
五
　
長
崎
県
出
身
。
後
に
陸
軍
中
将
）

が
来
庁
し
ま
し
た
。

　
午
後
四
時
三
十
分
に
東
京
瓦
斯
株
式
会

社
支
配
人
の
福
島
甲
子
三
と
水
野
克
譲
が

来
庁
し
ま
し
た
。

■
復
旧
の
進
捗
　
こ
の
よ
う
に
視
察
者
が

引
き
も
切
ら
ず
来
庁
す
る
状
況
の
中
、
東

京
日
日
新
聞
は
千
住
大
橋
が
こ
の
日
に
開

通
し
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。

　
「
南
北
千
住
両
町
と
も
已
に
其
表
通
は

　
完
く
退
水
し
目
下
其
跡
片
付
に
戦
場
の

　
如
き
混
雑
を
な
し
居
れ
る
も
、
其
裏
通

　
り
は
尚
ほ
浅
き
処
に
て
一
尺
深
き
処
に

　
て
は
五
六
尺
に
及
ぶ
浸
水
な
れ
ど
十
八

　
日
午
前
五
時
よ
り
牛
馬
及
び
車
を
除
く

　
外
大
橋
の
通
行
を
許
さ
れ
墜
落
し
た
る

　
新
開
橋
跡
は
御
用
船
三
隻
を
以
て
町
民

　
交
通
の
便
を
開
き
市
場
も
亦
開
か
れ
た

　
り
。
」
（
八
月
十
九
日
条
）

　
大
橋
の
開
通
も
市
場
の
開
業
も
、
東
京

日
日
新
聞
で
は
十
八
日
の
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
都
新
聞
で
は
十
七
日
の
こ
と

と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
が
正
し

い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
郡
役
所
の
公

的
な
記
録
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
現
場
の

様
子
か
ら
す
る
と
、
着
々
と
復
旧
は
進
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

　

聞
か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、

　
「
（
前
略
）
午
後
零
時
半
一
等
一
両
二
等

　
二
両
を
連
結
し
た
臨
時
列
車
は
南
千
住

　
駅
を
北
千
住
へ
水
を
蹴
っ
て
走
る
。
北

　
千
住
駅
前
か
ら
三
艘
の
船
に
分
乗
し
て

　
避
難
所
た
る
千
寿
第
一
小
学
校
を
訪
ふ
。

　
内
野
南
足
立
郡
長
は
罹
災
民
に
旨
を
伝

　
へ
る
と
何
れ
も
容
を
正
し
て
聖
恩
の
有

　
難
き
に
感
泣
せ
ざ
る
者
は
な
い
。
同
校

　
現
在
者
は
二
百
五
十
名
で
此
附
近
四
尺

　
の
減
水
だ
が
十
一
日
俄
に
水
の
襲
来
し

　
た
時
に
は
第
九
教
室
で
は
水
の
圧
力
の

　
為
、
根
太
板
が
持
上
っ
て
三
尺
四
方
の

　
大
穴
が
空
い
た
位
で
あ
る
。
付
近
で
は

　
皆
俄
の
事
で
家
財
を
取
片
付
け
ぬ
中
に

　
水
に
遇
っ
た
と
見
え
て
腐
っ
た
畳
や
鶏

　
や
猫
の
死
体
が
其
辺
に
散
在
し
て
臭
い

　
事
は
夥
し
い
。
千
寿
第
二
小
学
校
か
ら

　
熊
谷
堤
の
炊
出
し
場
を
巡
察
し
、
臨
時

　
列
車
で
午
後
三
時
十
分
発
車
、
同
三
十

　
分
三
河
島
着
（
後
略
）
」

　
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
日
の
巡
察
は
、

浅
草
方
面
か
ら
始
ま
っ
て
南
千
住
か
ら
北

千
住
へ
と
渡
り
、
そ
こ
か
ら
三
河
島
・
尾

久
・
田
端
に
至
る
も
の
で
、
足
立
に
は
一

時
間
半
の
滞
在
と
い
う
駈
足
と
で
も
い
え

る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
一
行
の
動
向
は
、

東
京
日
日
新
聞
や
風
俗
画
報
に
も
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
足
立
の
巡
察
終
了
後
、
午
後

三
時
の
汽
車
で
一
行
は
北
千
住
駅
か
ら
三

河
島
駅
に
出
発
し
ま
し
た
。
見
送
り
の
た

　

行
政
文
書
に
見
る

足
立
の
水
害
記
録
（
十
六
）

　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
尚
之
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が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
紙
に
は
、
文
晁
と
同
じ
く
江
戸
下
谷

の
文
人
の
一
人
で
あ
る
書
家
、
関
根
江
山

（
せ
き
ね 

こ
う
ざ
ん
、
生
没
年
不
詳
）
の

筆
に
よ
る
「
畫
學
齋
手
本
」
の
題
箋
（
図
３
）

が
表
題
と
し
て
貼
ら
れ
、
絵
を
学
ぶ
為
の

絵
手
本
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
巻
末
に
落

款
を
持
つ
あ
た
り
か
ら
も
、
粗
略
な
手
習

い
品
で
は
な
く
、
文
晁
の
画
と
し
て
一
定

の
格
式
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
ま
す
。

■
伝
来
者
で
あ
る
水
野
家　

こ
の
《
画
学

斎
手
本
》
を
伝
え
た
の
が
、
現
在
の
足
立

区
栗
原
に
あ
た
る
栗
原
村
の
旧
家
、
水
野

家
で
す
。

　

水
野
家
と
同
家
の
寄
贈
資
料
に
つ
い

て
は
、
『
足
立
史
談
』
第
四
〇
二
号
（
平

成
十
三
年
八
月
刊
）
所
収
の
桑
原
功
一

（
現 
渋
沢
資
料
館
副
館
長
・
元
当
館
専
門

員
）
氏
と
矢
沢
幸
一
朗
（
現 

足
立
史
談

会
副
会
長
）
氏
に
よ
る
資
料
寄
贈
時
の
報

告
記
事
で
延
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
水
野

家
は
栗
原
村
の
名
主
で
、
寄
場
組
合
大
惣

代
な
ど
の
重
職
も
務
め
た
家
で
、
谷
文
晁

の
門
下
と
な
っ
て
画
を
学
ん
で
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
竹
の
塚
の
豪

農
、
河
内
半
蔵
（
か
わ
ち 
は
ん
ぞ
う
）

の
縁
戚
で
も
あ
り
ま
し
た
。
寛
永
三
（
一

六
二
六
）
年
に
将
軍
家
光
が
二
条
城
へ
行

幸
し
た
際
の
行
列
図
を
、
天
保
八
（
一
八

三
七
）
年
に
水
野
家
の
弥
市
郎
と
、
河
内

半
蔵
が
一
緒
に
描
き
写
し
た
《
御
上
洛
行

列
之
絵
図
》
（
現
在
は
当
館
蔵
）
も
確
認

　

さ
れ
て
お
り
、
水
野
家
が
文
晁
門
下
で
あ
っ

た
河
内
家
を
通
じ
て
画
法
の
学
習
を
行
っ

て
い
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
す
。

　

寄
贈
当
時
、
こ
の
《
画
学
斎
手
本
》
は
、

文
晁
と
水
野
家
・
河
内
家
ら
江
戸
東
郊
地

域
の
豪
農
層
と
の
関
係
を
に
お
わ
せ
る
資

料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

近
年
の
調
査
の
進
展
で
、
同
じ
く
河
内
家

の
縁
戚
で
あ
る
上
沼
田
村
（
現 

区
内
江

北
地
域
）
の
豪
農
、
舩
津
家
の
同
時
代
当

主
で
あ
り
、
や
は
り
文
晁
に
画
法
を
学
ん

で
絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
舩
津
文
渕
（
ふ

な
つ 

ぶ
ん
え
ん
、
一
八
〇
六
〜
五
六
）

の
活
動
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
江
戸
東

郊
地
域
に
対
す
る
文
晁
の
画
法
の
広
ま
り

が
、
血
縁
関
係
を
下
地
と
し
て
よ
り
広
く

展
開
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
《
画
学
斎
手
本
》
は
そ
の
よ

う
な
血
縁
を
軸
と
す
る
東
郊
地
域
に
お
け

る
文
晁
画
風
の
広
が
り
を
裏
付
け
得
る
資

料
と
し
て
、
一
層
の
意
義
を
持
つ
も
の
と

な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

　

　

右：図２　巻末の文晁の落款

左：図３　表紙の題箋

土
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
《
画
学
斎
手
本
》

で
す
。

■
《
画
学
斎
手
本
》
の
概
要　

《
画
学
斎
手

本
》
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
各
地
の
文
人

た
ち
か
ら
絶
大
な
支
持
を
得
、
「
画
学
斎
」

の
別
号
を
名
乗
っ
た
絵
師
、
谷
文
晁
（
た

に 
ぶ
ん
ち
ょ
う
、
一
七
六
三
〜
一
八
四

一
）
に
よ
る
簡
易
な
水
墨
花
卉
図
を
収
め

た
巻
子
で
す
。

　

巻
子
の
中
に
は
、
水
墨
に
よ
る
梅
、
竹
、

二
図
の
蘭
と
い
う
四
図
（
図
１
）
が
収
め

ら
れ
て
お
り
、
図
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、

巻
末
に
は
「
文
晁
筆
」
の
大
書
の
署
名
と
、

「
画
学
斎
印
」
の
朱
文
重
郭
方
印
が
捺
さ

れ
（
図
２
）
、
文
晁
の
自
筆
で
あ
る
こ
と

　

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
本
年
七
月
二
十
三

日
か
ら
九
月
六
日
に
か
け
て
、
企
画
展
「
映

像
で
観
る
美
と
知
性
の
宝
庫 
足
立
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
調
査
で
明
ら

か
と
な
っ
て
き
た
江
戸
時
代
の
足
立
地
域

に
お
け
る
豊
か
な
美
術
・
文
芸
文
化
を
、

紹
介
映
像
で
学
び
、
現
物
を
見
て
体
感
す

る
内
容
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
出
展
資
料

　
紹
介
と
し
て
、
谷
文
晁
の
絵
手
本

《
画
学
斎
手
本
（
が
が
く
さ
い 
て

ほ
ん
）
》
を
取
り
上
げ
ま
す
。

■
深
み
を
増
し
て
い
く
地
域
資
料

　

開
館
以
来
、
当
館
で
は
地
域
の

方
々
か
ら
の
篤
い
ご
協
力
に
よ
り
、

歴
史
・
民
俗
・
文
化
史
に
ま
つ
わ

る
様
々
な
資
料
の
寄
贈
を
賜
り
、

そ
れ
が
各
家
、
各
地
域
の
生
活
や

活
動
な
ど
を
調
査
す
る
上
で
の
大

き
な
助
け
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
積
み

重
ね
の
上
に
、
近
年
の
調
査
成
果

が
重
な
り
、
地
域
の
美
術
・
文
芸

活
動
を
物
語
る
資
料
と
し
て
意
味

合
い
が
よ
り
深
ま
っ
た
一
例
が
、

栗
原
の
旧
家
、
水
野
家
に
伝
来
し
、

平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
郷

　

図１　《画学斎手本》中の「竹」の図

展
覧
会
出
展
資
料
紹
介

谷
文
晁
《
画
学
斎
手
本
》

　
　
　
　
　
　
　
　 
小
林  
優
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